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3000円から
寄附できます

MBT難病克服キャンペーン
クラウドファンディングのお願い

お急ぎください！
クラウドファンディング締め切りは12月25日（日）午後11時です！

＜12/20  大和平野中央田園都市構想 令和4年度第4回検討会＞

ﾃｰﾏ『知的な大和平野中央を創造』で工科大学設置構想が話題に！
・荒井正吾奈良県知事より、若年層の県内定着と県内製造
業の競争力強化に向けて、三宅町に県立工科大学（仮称）
を設置し地域の産学官連携の拠点としたい、まず2026年
に大学院を先行設置、2031年に学部を併設する、と紹介
されました。
・その上で、京都大学名誉教授の小寺秀俊氏（65）が学長
候補にふさわしい方と考えており構想検討をお願いして
いる、と紹介されました。
・この紹介を受けて、小寺氏が講演され、
＊日本のイノベーション能力（研究開発・産学連携・先
進技術への投資等）が世界の中で低下している
＊その要因に、日本人は学ぶ時間が少ない、企業も学ぶ
機会を与えていない、大学教員の研究活動時間が少な
い、世界的研究ネットワークも低下、等があげられる
＊新設大学の課題は多い。学生・親、教員、社会、国内・
世界、の各目線を意識し、魅力ある研究、教育環境を
構築したい
と抱負を語られました。
・アカデミアからの意見を求められた細井理事長は、
＊奈良医大は、医工連携で人が関わる研究開発ができる
＊200社を超える企業が参加し医学の知識を基に新産業
創生を進めるMBT活動にアカデミアの工学と連携でき
れば大きな意味を持つ
とコメントしました。

←京都大学
名誉教授
小寺秀俊氏

←アカデミアの
コメント
細井裕司理事長


